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論文内容の要旨
【目的】動脈、静脈、 門脈へのBare及びCoveredslentの留置後の各議血管内腔及ひ'壁の変化について検
討を行う。
【方法】実験にはピーグル犬8頭を用い4頭にBarestent、4S買にCovercdstcnlをそれぞれほぽ同一径
の部位の大動脈、門脈、下大静脈に留置した。ステントはO.025mmステンレスワイヤー. 6legs.待13mm.
長さ 18mm、カバーに40μa厚.poreO. l，umのPTFEを使用したsingleZ-stentである。 血管造影は留置後 l、
3週日に施行、 3週目に屠殺し、 壁面の肉眼的、組織学的検索を行った。
【結果】血管造影上、開存率は大動脈、門脈、下大静脈のJI慣に高い傾向が見られ、 Bare群ではCovered
群に比べいずれの血管、及び時期においても開存率が高い傾向が見られた。病理組織学的にはBare群の下
大静脈、門脈では、鴇質化した血栓を主体とする極めて高度な新生内膜増殖が認められた。これに対し動
脈では、ステントワイヤ一周囲に限局して平滑筋細胞を主成分とする軽度の新生内膜増殖が全用性に認め
られた。 Covered群では 3種の血管において、カバーの弛みのために生じたカバーと本来の血管壁との
間隙に壁夜血栓付着と新生内膜形成が見られたが、下大静脈、門脈ではそれに加えてカバーの内腔側にも
著明な器質化した血桧を主体とする高度な新生内膜肥厚が認められた。
【考察及び結論】Bare群ではCovered群と もに大動脈、門脈、下大静脈の順に開存率が高い傾向が見ら
れた。またCovered群はBare群に比べ開存率が低かった。門脈と下大静脈におけるステント留置後の狭
窄の主たる原因は器質化した血栓を伴う新生内膜摺殖であり、門脈、下火静脈においては血栓形成を防ぐ
ことが重要であると考えられた。またcovered群ではカバーと本来の血管墜との間隙を小さく する必要
があり、動脈では特に重要と考えられた。
論文審査の結果の要旨
近年、血管の狭窄病変に対し金属ステントによる拡張術がJ1:.く行われるようになったが、術後には再狭
窄が起こる。この再狭窄の防止と治療目的に種々の研究が行われている。しかし未だその発生機序や予防
に関して十分な知見が得られておらず、特に静脈や門脈においては殆ど研究が成されていない。今回、門
脈を含めた静脈系のステン ト倍晋後の血管内腔の変化を病璃組織学的に解明する目的で動物実験を行った。
用いた金属ステントには非被覆型ステント barestent (BS)と人工血管材料でカバーした被覆型ステン
-32-
トcoveredstent (CS)である。これら2種類のステントをピーグル犬の動脈、門脈、静脈へそれぞれ留
置しその後の血管内腔の変化について血管造影、ならびに病理組織学的に般討した。
血管造影ではBS、cs群共に大動脈、門脈、下大静脈のJI債に開存度が高い傾向が見られた。また、いずれ
の血管においてもBS群はCS群よりも開存度が高かった。組織学的検討では、 RS群の大動脈でステントワイ
ヤーの上に平滑筋細胞をま体とする少量ーの新牛.内膜を認めた。 BS群の門脈、下大静脈では器質化した血栓
を亨.体とする厚い偏心性の新生内膜形成を認めた。 CS群ではいずれの血f青においてもカバーの弛みによる
カバーと血管壁との間隙に平滑筋細胞を主体とした新生内膜形成が認められた。しかしカバーの内腔側に
は、大動脈ではほとんど新生内膜が見られなかった。これに比べ門脈、下大静脈では器質化した血栓を主
体とした高度な全周性の新生内膜形成が見られた。 BS群、 CS群共に門脈と下大静脈では組織学的には大き
な相違は見られなかった。
これらの結果から門脈、静脈へのBS、csのいずれのステント官置でもその後の再狭窄を軽減するために
は、血栓の付着を防ぐことが重要であると考えられた。また動脈へのcs留置時にはカバーと本来の血背壁
との間隙を出米るだけ少なくするようにカバーの弛みを減らすことが重婆であると考えられた。
以上の研究結果は動脈、門脈、静脈における1:\5及び~CS留置後の血管内腔、及び壁の変化を明らかにした
もので、特に門脈へのCS留置後の組織学的変化を初めて示した研究である。よって本論文は博士(医学)
の学位を授与ナるに値するものと判定された.
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